平成２０年度　全国鉄構工業協会　青年部会
第４回理事会　議事録
日　時 ： ２００８年１０月３日　１１：００～１６：００
場　所 ： 東京都「八丁堀区民館」６号洋室
出席者 ： 上柿（奈良）、中村（北海道）、伊藤（三重）、松下（愛媛）、斉藤（秋田）
吉岡（東京）、船山（福島）、牧口（群馬）、米森（石川）、福岡（福井）、
林（愛知）、大井（滋賀）、泉（和歌山）、南波（広島）、古瀬（長崎）
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：田中（鋼構造出版）
　　　　　：服部、松岡（中部ブロック）
（司会）　松下副会長
1． 開　会
2． 出席者の確認
3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上柿範兼
昨今、建築業界も不安な時期に差し掛かっている。
鋼材は落ち着きを見せてきたが、別の要素、例えば先方の与信の問題など不安要素として大きな影を落としている。
その状況下で業界全体が注意喚起しながら健全な経営活動を目指して欲しい。
４．各地ブロック活動報告　≪詳細はホームページ参照≫
北海道BC
中村副会長より報告
大型プロジェクトは来夏までだが中小物件は２カ月程度の手持ちと厳しい状態。
東北BC
船山理事より報告
　　　　　　　R・Jクラスの中小規模物件は少量で苦しい状況が続いている。
関東BC
牧口理事より報告　
　　　　　　　全体的に仕事が薄い状況。鋼材の品薄は引き続き否めない。
北陸BC
福岡理事より報告
R・Jの小規模物件は先行き不透明な状況。
中部BC　　　林理事より報告
与信問題が深刻。
近畿BC
　大井理事より報告
材料価格は落ち着いたが納期面は相変わらず。
中国BC　　　松下副会長より代理報告
全体の仕事量は相変わらず少なく問題あり。
四国BC
松下副会長より報告
仕事を持っている企業いない企業の２極化が進んでいる。
九州BC
古瀬理事より報告
老舗GCの倒産など与信管理が問題。
九州各地で重大死亡事故が増えている。
5． ブロック事業助成金申請と承認
北海道ブロック　テーマ「企業の与信管理」中村副会長より説明がなされた。
今回理事会にて承認された。
四国ブロック　テーマ「決算書の見方」松下副会長より説明がなされた。
今回理事会にて承認された。
九州ブロック　テーマ「債権管理について」古瀬理事より説明がなされた。
今回理事会にて承認された。
６．W.G討議及び報告
経営ワーキンググループ：中村副会長より報告
・経営に関するアンケート内容の確定。実施する旨の報告がなされた。
４ページに渡る設問を会長メーリングリストにて送信し、１１月末には回収、１２月には集計に至りたい。
交流ワーキンググループ：松下副会長より報告
　　　・地域間交流について。
　　　　次回活動報告書式に交流状況確認欄を設ける予定。
　　　　活動結果の取りまとめも行う予定。担当窓口は斉藤理事
　　　　交流希望窓口を設定する予定。担当窓口は福岡理事
　　　　交流結果の資料を理事の皆さんにお願いしたい旨の依頼がなされた。
　　　・鉄骨１１０番について。
　　　　取りまとめ担当は南波理事
　　　　　　　
総務・HPワーキンググループ：伊藤副会長・大井理事より報告
・会長メーリングリストが完成した旨の報告
・会員紹介ページについて。
作成用資料は完成。顔写真のデータ収集をどのようにするのか？今後検討する。
　　　・在庫管理システムを安価で出来る方法を検討中。
７．０９鉄構技術展への参加について
　　　青年部会として参加したい旨、上柿会長より説明がなされた。
　　　開催日に合わせて、理事会・会長会議も同時開催したい旨の説明がなされた。
　　　上柿、松下、米森、吉岡、牧口、５名を担当とする。
８．全構協・技術教育委員会への参加理事と報告
　　　技術推進担当（25度開先の推進PRなど）・・・吉岡理事
　　　教育担当（後継者研修、溶接実体験、工作しやすい・・の推進）・・・米森相談役
　　　環境・安全担当（安全啓蒙活動、環境活動の推進）・・上柿会長
　　　それぞれ任命された旨の説明がなされた。
９．住宅瑕疵担保履行法についての説明
　　　０９年１０月～施行のため買い控え・建て控え等の影響が出る恐れがある旨の説明がなされた。
10．第１８回全国総会名古屋大会案説明。松岡実行委員長より報告
・事業計画（大会概要・組織表・準備日程・プログラム・予備登録・予算案など）説明がなされた。
・詳細運営方法の質疑応答がなされた。
11　ヒヤリハット事例集が完成した旨の報告及び説明が中部BC服部会長よりなされた。
12．閉　会
　次回理事会の開催　
「第５回理事会」２００８年１２月６日（土）　１１：００～
　　　　　　　　愛知県鉄構組合会議室
議事録作成：大井（滋賀）
